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（１）目的 

旭川・紋別自動車道は、北海道縦貫自動車道比布ジャンク

ションから分岐し、紋別市に至る延長約１３０ｋｍの自動車

専用道路であり、北海道縦貫自動車道と一体となって、道央

圏・道北圏とオホーツク圏を結ぶ高規格幹線道路ネットワー

クを形成するものです。 

このうち、愛別上川道路は、愛別インターチェンジから上

川層雲峡インターチェンジに至る延長１７ｋｍの事業であ

り、高規格幹線道路ネットワークの拡充により、拠点都市へ

のアクセス向上、物流の効率化の支援、高次医療施設へのア

クセス向上等を目的とした事業です。 

 

１．事業の概要 
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■位置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■事業概要図  
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（２）計画の概要 

 ① 起点   ‥‥ 北海道
ほっかいどう

上川
かみかわ

郡愛別
あいべつ

町
ちょう

字愛別
あいべつ

 

   終点   ‥‥ 北海道
ほっかいどう

上川
かみかわ

郡上川
かみかわ

町
ちょう

字菊水
きくすい

 

 ② 計画延長 ‥‥ １７.０ｋｍ 

 ③ 幅員   ‥‥ １３.０ｍ 

 ④ 構造規格 ‥‥ １種２級 

 ⑤ 設計速度 ‥‥ １００ｋｍ/ｈ 

 ⑥ 車線   ‥‥ 暫定２車線 

 ⑦ 事業主体 ‥‥ 北海道開発局 
 

 

■横断図 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（単位：ｍ） 
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（３）経緯 

 平成 ３年度   事業化 

 平成 ９年度   用地補償着手 

 平成１０年度   工事着手 

 平成１６年度   部分供用 Ｌ＝１０.０ｋｍ 

平成１７年度   事業再評価 

平成１８年度   完成供用 
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①事業周辺地域の状況 

当該事業周辺では、平成３年度の事業化以降、平成２２年

度までに旭川・紋別自動車道の比布ジャンクション～丸瀬布

インターチェンジ間、北海道縦貫自動車道の旭川鷹栖インタ

ーチェンジ～士別剣淵インターチェンジ間が供用されました。 

また、平成１７年１０月には、旧遠軽町、生田原町、丸瀬

布町、白滝村が合併し遠軽町となったほか、平成１８年３月

には、旧北見市と常呂町、端野町、留辺蘂町が、東藻琴村と

女満別町が合併し、それぞれ「北見市」、「大空町」に、平成

２１年１０月には、旧湧別町、上湧別町が合併し「湧別町」

となりました。 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

平成 21 年 10 月 

旧湧別町と上湧別町が合併 

平成 18 年３月 

旧北見市と常呂町と端野

町と留辺蘂町が合併 

平成 18 年３月 

東藻琴村と女満別町が合併

平成 17 年 10 月 

旧遠軽町と生田原町と丸

瀬布町と白滝村が合併 

平成 22 年３月 
比布 JCT～丸瀬布 IC 全線開通

２．社会経済情勢の変化 

 
平成９年２月  

２，５００ｍ滑走路供用

平成 12 年５月  

新旅客ターミナルビル供用

平成 18 年６月  

国際定期便ソウル線就航

旭川空港 

写真：旭川開発建設部 

写真：旭川空港ビル株式会社 
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②地域の人口及び自動車保有台数 

人口は、北海道がほぼ横ばい傾向であるのに対し、当該事

業周辺２町では減少傾向となっています。また、北海道の傾

向と同様に高齢化が進行しています。 

自動車保有台数は、北海道、当該事業周辺２町ともに、ほ

ぼ横ばい傾向となっています。また、１世帯当たりの自動車

保有台数は、北海道がほぼ横ばい傾向であるのに対し、周辺

２町では増加傾向となっています。 

■人口及び高齢化率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※周辺２町：愛別町・上川町 

※高齢化率：６５歳以上の割合 

資料：国勢調査 

■自動車保有台数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

※周辺２町：愛別町・上川町 

資料：国勢調査 

   北海道自動車統計 
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③地域の産業の状況 

１）地域の産業構造 

 当該事業周辺２町の産業３部門別就業者割合は、北海道

に比べ第１次産業の割合が、高くなっています。 

 また、産業大分類別をみると、当該事業周辺２町では、「農

業」と「飲食店･宿泊業」の割合が、北海道に比べ高くなっ

ています。 

 

■産業３部門別就業者数 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

※周辺２町：愛別町・上川町 

資料：Ｈ１７国勢調査 

■産業大分類別就業者数 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※周辺２町：愛別町・上川町 

資料：Ｈ１７国勢調査（総務省統計局） 

農業
6.0%

建設業
10.5%

製造業
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12.0%
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1.5%

飲食店･宿泊業
5.8%

サービス業
(他に分類され

ないもの)
14.5%

H17
北海道

就業者数
2,604,271人

【北海道】

農業
18.3%

卸売・小売業
10.2%

製造業
4.6%

その他
8.1%

飲食店･宿泊業
16.0%

公務（他に分類さ
れないもの）

6.6%運輸業
4.0%

医療・福祉
6.6% サービス業

(他に分類され
ないもの)

13.3%

漁業
0.3%

建設業
12.0%

分類不能
0.0%

H17
周辺２町
就業者数
4,672人

【周辺２町】

【北海道】

第3次産業
71.3%

第2次産業
19.0%

分類不能
2.0%

第1次産業
7.7%

H17
北海道

就業者数
2,604,271人

【周辺２町】

第1次産業
19.6%

分類不能
0.0%

第2次産業
16.7%

第3次産業
63.7%

H17
周辺２町

就業者数
4,672人
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２）農業 
農業算出額は、当該事業周辺２町、北海道ともにほぼ横ば

い傾向となっています。 

一方、農家一戸当たりの生産農業所得では、北海道と同様

に周辺２町でも増加傾向となっています。 

 

■農業算出額 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※周辺２町：愛別町・上川町 

資料：生産農業所得統計、北海道農林水産統計年報 

                 （農林水産省大臣官房統計部） 
３）観光 

観光入込客数は、北海道がほぼ横ばい傾向であるのに対し、

周辺２町では減少傾向となっています。 

 

■観光入込客数 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※周辺２町：愛別町・上川町 

資料：北海道観光入込客数調査 

                     （北海道経済部） 
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①交通量の増加及び旅行速度向上の状況 

当該事業の平成２２年度における自動車交通量は、現道と

当該路線を合わせて約１０，２００台／日となっています。 

また、整備前後の旅行速度を比較すると、現道では 

４５．０ｋｍ／ｈから４９．３ｋｍ／ｈ、当該路線では 

６９．６ｋｍ／ｈとなっており、走行性が向上しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
《交通量と旅行速度の推移》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※ 整備前は平成 ２年道路交通センサス値 

            整備後は平成２２年道路交通センサス値 

整備前の交通量 
（平成２年センサス値） 

 

【現道（国道３９号）】 

  （平日）９,９６７台/日 

整備前の旅行速度 
（平成２年センサス値） 

 

【現道（国道３９号）】 

  （平日） ４５.０ｋｍ/ｈ 

整備後の旅行速度 
（平成２２年センサス値） 

【現道（国道３９号）】 

   （平日）４９.３ｋｍ/ｈ 

【愛別上川道路】 

  （平日）６９.６ｋｍ/ｈ

整備後の交通量 
（平成２２年センサス値） 

【現道（国道３９号）】 

  （平日）２,９６１台/日 

【愛別上川道路】 

  （平日）７,２３５台/日 

３．事業の効果の発現状況 
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②交通事故の低減の状況 

当該区間では、整備後、交通事故は発生していません。 

また、整備前後の現道における事故率を比べると、整備前

は３１．７件/億台ｋｍであったのに対して、整備後は、 

４．５件/億台ｋｍへ減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：旭川開発建設部調べ 

 

 

 

 

 

4.5

31.7

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

40.0

整備前 整備後

現道

現道

整備前の事故率 
（平成元年～3年平均） 

 

【現道（国道３９号）】 

３１．７件/億台ｋｍ

整備後の事故率 
（平成19年～21年平均） 

 

【現道（国道３９号）】 

４．５件/億台ｋｍ
【愛別上川道路】 

０．０件/億台ｋｍ

 

 

《事故率の推移》

当該区間 
0.0 

（件・億台キロ） 
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③道路事業による整備効果 

当該事業を含む旭川・紋別自動車道は、北海道縦貫自動車

道比布ジャンクションから分岐し、紋別市に至る一般国道の

自動車専用道路であり、北海道縦貫自動車道と一体となって

道央圏・道北圏とオホーツク圏を結ぶ高規格幹線道路ネット

ワークを形成しています。 

当該道路の整備により、地域間交流の活性化、救急搬送の

安定性向上、農林水産物の流通利便性向上などに寄与してい

るものと考えられます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

整備効果 

○ 高規格幹線道路網の形成により、地域間交流の活性化が図られました。

Ｐ１２ 

○ 救急搬送の安定性が向上しました。            Ｐ１３ 

○ 農林水産物の流通利便性が向上しました。         Ｐ１４ 

○ 観光ツアーの利便性向上や地域観光の振興に寄与しています。Ｐ１７ 

○ バスの利便性が向上しました。              Ｐ１９ 

○ 走行の安全性が向上しました。               Ｐ２０ 

○ 愛別町・上川町市街地の交通混雑が緩和されました。     Ｐ２１ 

○ 日常活動圏中心都市への連絡性が向上しました。      Ｐ２２ 

○ 自動車からのＣＯ２排出量の削減が見込まれます。      Ｐ２３ 
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■旭川市～紋別市・北見市の利便性向上

226分

211分

196分

191分

222分

一般道利用
Ｒ39-市道【中央大通】

旭川紋別自動車道　全線整備
R40-鷹栖東神楽線-旭川北IC-

豊里IC-R242-R333-北見常呂線-
市道【中央大通】

現況
R40-鷹栖東神楽線-旭川北IC-
丸瀬布IC-R333-R242-R333-
北見常呂線-市道【中央大通】

愛別上川整備前
R40-鷹栖東神楽線-旭川北IC-
愛別IC-R39-市道【中央大通】

愛別上川整備後
R40-鷹栖東神楽線-旭川北IC-

上川層雲峡IC-R39-市道【中央大通】

 

 

当該事業は、旭川・紋別自動車道の一部を構成し、オホーツ

ク圏の拠点都市である北見市、紋別市と道北圏の拠点都市の旭

川市を高規格幹線道路で連絡します。 

当該道路の整備により、旭川と紋別市・北見市の拠点都市間

の所要時間が１１分短縮され、地域住民の利便性が向上し、地

域間交流の活性化が図られています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高規格幹線道路網の形成により、地域間交流の活性化が図られ

ました。 

※所要時間データは、旭川市役所－北見市役所間の所要時間 
※丸瀬布ＩＣ～豊里ＩＣは 70km/ｈとして算出 

資料：道路交通センサス 

北網地方生活圏の中心都市 

・人 口：124,856人・公共施設：22施設

・学 校：73校   ・医療施設：135施設

・大規模小売店舗：35店 

・社会福祉施設：67箇所 

※北海道開発局 

■旭川市～北見市への所要時間の変化

【中心都市データ凡例】 
人口：（H23.3）住民基本台帳 
公共施設数：（H21.3）公共施設状況調査 
学校数：（H22.5）学校基本調査 
医療施設数：（H21.10）医療施設調査 
社会福祉施設数：（H21.10）社会福祉施設等調査 
大規模小売店舗数：（H22.5）「2011 全国大型小売店舗

総覧」東洋経済新報社（H23） 

 ・人 口：352,004人・公共施設：37箇所 

・学 校：149校  ・医療施設：498施設 

・大規模小売店舗：67店 

・社会福祉施設：137箇所 

旭川地方生活圏の中心都市 

紋別地方生活圏の中心都市 

・人 口：24,563人・公共施設：7箇所 

・学 校：21校  ・医療施設：26施設 

・大規模小売店舗：5店 

・社会福祉施設：14箇所 

■北海道の高規格幹線道路網の計画 

１５分 
短縮 

３５分 
短縮 

３０分 
短縮 

４分 
短縮 
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滝上町や遠軽地区の一部の救急搬送は、旭川市の旭川赤十字

病院などの第三次医療施設に依存しており、搬送件数は年間４

１件に及んでいます。 

以前の搬送ルートは、並行する現道が利用されていましたが、

搬送時間の短縮や患者への負担が少ない搬送が求められていま

した。 

当該道路の整備により、高次医療施設への救急搬送の速達性

及び安定性の向上が図られています。 

■上川町、遠軽地区から旭川市への救急搬送状況（Ｈ２２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

旭川医
大病院
9件
4.3%

北見市
168件
 80.4%

旭川赤十
字病院
1件
0.5%

その他
旭川市内

5件
2.4% その他

26件
12.4%

遠軽地区
管外搬送

件数(H２２)
２０９件

救急搬送の安定性が向上しました。 

■遠軽広域消防組合の声 
◇ 旭川市内の医療機関へ患者を搬送する際に利用していますが、愛別上川道路をはじめとする旭川紋別
自動車道の整備により、搬送時間が短く、振動も少なくなり、患者への負担も軽減されています。 

滝上町 
２６件

旭川市 
約１割

資料：遠軽地区広域組合消防本部ヒアリング、網走開発建設部 
【遠軽地区管外搬送先内訳】 

資料：網走開発建設部
資料： 

遠軽地区広域組合

消防本部

遠軽地区 
１５件

その他
2件
2.7%その他

旭川市内
８件

10.7%

旭川赤十
字病院
18件
24.0%

紋別市
12件
16.0%

遠軽町
３５件
46.7%

滝上町
町外搬送

件数(H２２)
７７件

旭川市 
約４割 

【滝上町からの町外搬送先内訳】 
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＜水産物の流通利便性向上＞ 

オホーツク管内は、北海道有数の水産地域であり、漁業生産

高は約４６０億円で、全道第２位となっています。主要な水産

物であるほたては、全国の漁獲高の約５割を占めています。 

このうち、生食用ほたて貝柱は、消費までの期間が３日程度

と短いため、新千歳空港から関東、関西方面へ出荷しています。 

天候や漁獲量の影響で水揚げ時間が遅くなっても、毎日、一

定量を加工し、定時の航空便に搭載する必要があるため、新千

歳空港への輸送時間の短縮が求められています。 

当該道路の整備による輸送時間の短縮により、商品輸送の定

時性・安定性が向上され、水産物の流通利便性の向上が図られ

ています。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【ほたて貝の漁獲量割合】

■水産品輸送の利便性向上 

札幌市 

新千歳空港 

苫小牧港 

 
関東・関西

方面へ 

資料：北海道水産現勢（Ｈ21） 愛別上川道路の利用 
約 3,400t／年（H22） 

 

【全道上位５振興局漁業生産高（H21）】

ほたて貝柱

小樽港 

湧別町

ホタテ漁獲量
3.1 万ｔ（H21）

北見市

ホタテ漁獲量 
3.5 万ｔ（H21） 

ホタテ漁獲量
3.3 万ｔ（H21）

紋別市

■紋別漁業協同組合の声 
ほたて生食用貝柱は、消費までの時間が約３日間と短く、鮮度維持が重
要であるため、新千歳空港の最終便で東京や大阪方面へ毎日出荷してい
ます。ほたての水揚げは、天候や時化の影響を受けるため、水揚げ、加
工、出発までのスケジュールは、非常に厳しい場合もあり、旭川・紋別
自動車道による輸送時間の短縮は、大きなメリットです。 

■湧別町水産加工業者の声 
湧別町は苫小牧港から遠隔にあるため、苫小牧港までの輸送時間を見込
んだ上で、積み込み作業を行うことが必要です。愛別上川道路をはじめ
旭川・紋別自動車道の整備により、以前に比べ、積み込み作業時間に１
時間くらい余裕ができました。 

資料: 海面漁業生産統計調査 市 
町村別データ（Ｈ21）、漁業・
養殖業生産統計年報（Ｈ21）

【生食用・冷凍貝柱
出荷割合】 

資料:各漁協、輸送会社
ヒアリング 

463.0 458.0
435.8

287.2 278.5

0.0

200.0

400.0

600.0

根室 網走 渡島 宗谷 釧路

(億円)

全国
（北海道を除く）

0.5%

その他道内
51.6%

その他
オホーツク圏

17.1%

紋別市
10.3%

北見市
10.8%

湧別町
9.7%

H21
ほたて漁獲量

（全国）
319,638ﾄﾝ

全１２振興局中 

第２位 

 
約５割 

ｵﾎｰﾂｸ圏 

道内 
1 割 

関東 
８割 

関西 
1 割 

農林水産物の流通利便性が向上しました。 

  

生食用貝柱・冷凍貝柱 

加工用：漁獲量の約 35％ 

漁協委託の加工場 
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愛別上川道路の利用 

約４，１００頭／年（H22）

＜生体牛輸送の流通利便性向上＞ 

オホーツク管内の農業産出額は、約１，７００億円で全道２

位となっています。また、当該地域は、北海道有数の酪農地帯

であり、農業産出額のうち、畜産が約４割を占めています。 

佐呂間町にある家畜市場では、年間約３．８万頭の生体牛が

取引され、その約２割は、道外へ出荷されていますが、生体牛

は輸送のストレスに敏感であり、長距離の輸送では、体重が１

割程度減少するため、輸送の安定性が求められています。 

このため、信号での停止発進の繰り返しや急カーブや段差等

が少なく輸送のストレスを低減できる旭川・紋別自動車道を利

用して、道外へ出荷されています。 

当該道路の整備により、安定性、安全性の高い輸送が可能と

なり、生体牛の流通利便性の向上が図られています。 
 
 
 

乳用牛
481億円
（28.1%）

生乳
395億円
（23.1%）

肉用牛・豚等
211億円
（12.4%）

耕種
1,017億円
（59.4%）

加工農産物
2億円
（0.1%）

Ｈ18
オホーツク圏
農業産出額
1,711億円

資料：北海道農林水産統計年報 

（Ｈ19） 

主に関東・

東北方面へ 

※11ｔ車 1台あたりの生体牛積、頭数は素牛で 27～28 頭 
資料:ホクレン北見地区総合家畜市場、生体牛輸送業者ヒアリング

苫小牧港
７割 

函館港 
３割 

主に関東へ 

ホクレン北見地区
総合家畜市場 

◆主に管内から出荷される
生体牛の取引・販売を実施

◆年間セリ回数：78 回（H22）
◆年間取引頭数： 

約３．８万頭（H22）

■生体牛輸送業者の声 
生体牛を輸送する際には、牧場等への到着後のスケジュールに影響が出ないようにフェリーの出航時間

に間に合わせること、また、輸送中の揺れや振動を抑え、途中で給餌、休憩を行うなど輸送による牛への
ストレスを軽減することが必要です。このため、高速道路の利用を基本としています。 
愛別上川道路をはじめとする旭川紋別自動車道の整備により、時間短縮と走行の安定性の向上が図られ、

生体牛に与えるストレスの軽減に役立っています。 

■北見総合家畜市場の声 
生体牛の輸送時には途中で休憩して、エサや水を与えてもらうようにしていますが１回の輸送で体重は

１割（多い時で２割）程度落ちます。 

資料：北海道農林水産統計年報（Ｈ19）

道内
82.9%

その他道外
6.7%

関東・東北
10.4%

Ｈ22
取引頭数
38,158頭

【北見地区総合家畜市場における 
生体牛の方面別販売先】

※その他道外は中部、近畿、中国、四国、 
九州 

資料：ホクレン北見地区総合家畜市場 

道外が２割

【オホーツク圏の農業産出額内訳】

畜産が４割

■生体牛輸送の利便性向上 
【全道上位５支庁農業産出額】 

 

2,401.9

1,711.3

1,297.0

1,089.3

739.5

0 1,000 2,000 3,000

十勝

網走

上川

空知

根室

(億円)

農業産出額 
全道２位 
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＜木材・木製品物流の効率化＞ 

オホーツク管内における木材・木製品製造業出荷額は、約 

３２０億円で、道内１位となっています。 

遠軽町には、ピアノ木製部品を製造するメーカーが立地して

おり、世界のピアノ生産台数の約２割にあたる部品を製造して

います。材料の輸入原木や製品は、破損防止のため、揺れや振

動の少ない輸送が求められています。 

現在、これらの製品は、旭川・紋別自動車道を利用して、苫

小牧港から道外へ輸送されています。 

当該道路の整備により、安定性、安全性の高い輸送が可能と

なり、木製品流通利便性の向上が図られています。 

 

 

 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ピアノ木製部品・原木輸送の状況 

■地域の声（遠軽町木材木製品メーカーの声） 
国道３９号、３３３号に比べ、信号交差点もなく道路線形が緩やかで道路幅も広い旭川・紋別自動車道

は輸送時間が短縮されるとともに、輸送の安全性や振動による製品への破損防止に繋がるため、丸瀬布 IC
～愛別 IC 間の全線を利用しています。 

資料: 遠軽町木材木製品メーカーヒアリング 

【輸入原木】 

約 8,700m3／年（H22）

苫小牧港→遠軽町

木材木製品メーカー（遠軽町）

【ピアノ木製部品】
・ピアノ響板 
・鍵盤 
・支柱等 

165

120

90

55
45 45

0

50

100

150

200

苫小牧市 札幌市 遠軽町 北見市 森町 東川町

（ｔ）

【苫小牧港における木製品、移出貨物取扱量】

１位

２位
３位

４位 
５位 ５位

遠軽町 北見市 

遠軽町３位 
北見市４位 

資料：陸上出入貨物実態調査(Ｈ16) 

（平成16年 10月 1日～31日までの1箇月調査）

【ピアノ木製部品】

遠軽町→苫小牧港 

苫小牧港

年間出荷量８．８万台分
(H22) 

世界ピアノ生産台数 
約 50 万台 

の約２割 

その他
449.7億円

(31.0%)

釧路
総合振興局
145.6億円

(10.0%)

胆振
総合振興局
198.5億円

(13.7%)

オホーツク
総合振興局

318.2億円
(21.9%)

上川
総合振興局
180.8億円

(12.5%)

十勝
総合振興局
158.4億円

(10.9%)

全道
木材・木製品

出荷額
1,451.2億円

【苫小牧港におけるオホーツク圏

への貨物流動（輸入）】 

原木
592ｔ

（61%）

鉄鋼
128ｔ

（13%）

木製品
80ｔ

（8%）

その他
172ｔ

（18%）

H16.10
輸入合計
972ｔ／月

資料：陸上出入貨物実態調査(Ｈ16) 

（平成16年10月1日～31日の1箇月調査）
 

【木材・木製品製造業出荷額】 

資料：工業統計調査（Ｈ21）

オホーツク圏 
全道１位 
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＜広域周遊観光の利便性向上＞ 

当該路線は、旭山動物園や世界遺産の知床等のオホーツク圏

の観光地を巡る多くの観光バスツアーに利用されており、道央

－道北－道東を巡る代表的な広域周遊観光ルートとなっています。 

並行する現道は、大型連休や夏休み時期には、交通混雑が発

生し、円滑な運行が出来ない状況になることがあり、定時性の

確保や移動時間の短縮が求められていました。 

当該道路の整備を含む旭川・紋別自動車道の整備延伸により、

定時性の確保や所要時間の短縮が図られ、観光ツアーの利便性

向上や地域観光の振興に寄与しています。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■広域観光ツアールートの事例 

新千歳空港 
(起・終点) 

道 央

釧路・根室圏 

道北圏 

資料：観光バス会社ヒアリング、旅行会社ＨＰ、北海道観光入込客数調査(Ｈ２２) 

■地域の声（観光バス事業者の声） 
道東方面のツアーでは、旭山動物園に立ち寄り、層雲峡に向かうことが多くあります。愛別上川道路の

整備前は、旭山動物園から層雲峡まで、道道愛別当麻線を利用していましたが、現在は高速道路・高規格
道路を利用することで、時間短縮され、渋滞や混雑が回避でき、円滑に運行できるようになりました。 

■地域の声（旅行代理店の声） 
知床へのツアーでは、愛別上川道路など旭川紋別自動車道の整備により、石北峠経由に比較し、所要時

間が短縮し、宿泊施設へ１７時頃には到着できるようになりました。宿泊先でゆっくり過ごせる様になり、
また、ツアー行程に多少の遅れがでてもほとんど支障はなくなりました。 

また、立ち寄り地点や滞在時間を増やすなど、色々なバリエーションでツアーを企画することもできる
ようになりました。 

十勝圏

オホーツク圏
観光入込客数
約８５７万人

（Ｈ２２年度）

資料：Ｈ２２北海道観光入込 

客数調査 

層雲峡
(上川町)

【上川町観光入込客数】

観光ツアーの利便性向上や地域観光の振興に寄与しました。 

H22
上川町

観光入込客数
200.2万人 道外客

132.7万人
66.3%

道内客
67.5万人

33.7%

ｵﾎｰﾂｸ圏

写真：旭川開発建設部 

網走監獄 

紫竹ガーデン 摩周湖 

旭山動物園 

写真：網走開発建設部

写真：釧路開発建設部 写真：帯広開発建設部 

知床峠

写真：網走開発建設部 
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＜日帰り観光の利便性向上＞ 

オホーツク圏には、滝上町の滝上公園（芝ざくら）や上湧別

町のチューリップ公園といった花の名所が点在しており、開花

時期に合わせた札幌発着の日帰り観光ツアーが企画されていま

す。 

日帰り観光ツアーは、観光時間が限られているため移動時間

の短縮による滞在時間の拡大や立寄る場所の増加などが求めら

れています。 

当該道路の整備を含む旭川・紋別自動車道の延伸により、所

要時間の短縮が図られ、観光ツアーの利便性向上や地域観光の

振興に寄与しています。 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

資料：旅行代理店ヒアリング 写真：網走開発建設部 

チューリップ公園（湧別町）

滝上公園（滝上町） 

■日帰りツアールート 

■地域の声（旅行代理店の声） 
愛別 IC～上川層雲峡 IC 供用後には、ツアー設定当初、芝桜公園・チューリップ公園の滞在時間は、とも

に６０分でしたが、各１５分計３０分延長した、現在は、芝桜公園で３０分増加し９０分となっており、
お客様にも大変喜ばれております。 

また、旭川紋別自動車道の整備に伴い、移動時間短縮でできた余裕時間を滞在時間に割り当てるだけで
なく、出発時刻の繰り下げ、小樽出発便など発着地の増加、経由する乗降駅の増加等、サービスが手厚く
なっていますし、商品のバリエーションも増やすことができたと思います。 

滞在時間の延長

乗降箇所の増加

が図られています

平成15年頃 
愛別上川道路整備前 

平成19年頃 
愛別上川道路整備後 

現在 
丸瀬布ICまで開通 

滝上公園 
（約９０分滞在） 

【ツアースケジュールの変化】 

２０：００頃

札幌駅着
チューリップ公園 
（約６０分滞在）  

チューリップ公園 
（約７５分滞在） 

滝上公園 
（約７５分滞在）

８：００ 
札幌駅発 

チューリップ公園 
（約６０分滞在） 

麻生駅
経由

２０：００頃

札幌駅着

２０：３０頃

札幌駅着
麻生駅
経由 

滝上公園 
（約６０分滞在）

８：００ 
札幌駅発 

７：３０ 
札幌駅発 
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札幌市とオホーツク圏を結ぶ都市間バスは、６路線１日３９

便運行しており、重要な公共交通機関となっています。 

現道は、大型連休や夏休み時期には、交通混雑が発生してい

たため、定時性の確保、時間の短縮が課題となっていました。 

上川層雲峡インターチェンジまで供用したことにより、札幌

－ウトロ間を結ぶ１路線(４便／日)、札幌－遠軽・中湧別間を

直行する１路線(２便／日)が新たに運行を開始するなど、当該

路線の整備延伸により、計４路線３２便に利用されています。 

当該道路の整備により、所要時間が短縮されるなど、バス利

用時の利便性の向上が図られています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

288分

226分

217分

愛別上川整備前（運行開始時）
Ｒ5-Ｒ12-旭山公園米里線-Ｒ274-札幌ＩＣ-

旭川鷹栖ＩＣ-近文(停)緑町線-近文停車場線-
市道【嵐山通】-Ｒ12-Ｒ39-Ｒ273-Ｒ333-Ｒ242

愛別上川整備後（直行便の運行開始時）
Ｒ5-Ｒ12-旭山公園米里線-Ｒ274-札幌ＩＣ-

上川天幕-Ｒ39-Ｒ273-浮島ＩＣ-白滝ＩＣ-
Ｒ333-旧白滝ＩＣ-丸瀬布ＩＣ-Ｒ242

現況
Ｒ5-Ｒ12-旭山公園米里線-Ｒ274-札幌ＩＣ-

丸瀬布ＩＣＲ333-Ｒ242

H18 完成供用 

６便／日増加

【札幌市－遠軽町間の所要時間の変化】 

６２分
短縮

７１分
短縮

■都市間バス事業者 
◇愛別上川道路など高規格道路の整備によって、時間短縮が図られ、お客様のサービス向上につながっていま
す。札幌～知床間では、旭川・紋別自動車道により、当初の石北峠経由に比べ、約２５分短縮されています。
◇当該事業の整備により、国道３９号のゴールデンウィークやお盆の時期の渋滞の影響は少なくなり、バス
運行の定時性が向上しました。 
◇愛別町、上川町の交差点などの回避や上川～浮島～白滝間の勾配とカーブが緩和による走行環境や安全性
の向上は、安全運行やお客様、乗務員の心理的負担や疲労の軽減等の面で大きなメリットです。 

資料：数字でみる北海道の運輸、北海道中央バスＨＰ、 
道北バスＨＰ、ＪＴＢ時刻表より作成 

■当該路線を利用する都市間バスの運行状況 

便
数(

便/

日) 

バスの利便性が向上しました。 

高速えんがる号 

20便/日

２便/日６便/日

４便/日 

３２便／日、４路線が利用 

【札幌～オホーツク圏間都市間バス便数】

※所要時間データは、各バスターミナル間の所要時間 
資料：道路交通センサス
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写真：旭川開発建設部

【事故の状況】 
 

 【交通事故件数の推移】 
死傷事故件数（件）

32

4

25

1

4

2

8

2

7

1

0 20 40 60 80

 

 
 
当該路線と並行する国道３９号では、交通混雑に起因すると

考えられる追突事故や無理な追越しによる正面衝突等の死傷事

故が、平成元年から平成３年の３年間で７６件発生しており、

安全性の確保が課題となっています。 

当該道路の整備により、現道の交通混雑の解消が図られると

ともに、死傷事故件数が約９割減少しており、走行環境の安全

性向上が図られています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

追突 正面衝突 出合頭衝突 その他車両相互 その他

走行の安全性が向上しました。 

■整備前後の事故発生状況 

【整備前（H1～H3） 】

【整備後（H19～H21）】

資料：旭川開発建設部調べ 

資料：旭川開発建設部

0

整備前
（H1-H3）
【現道】

整備後
（H19-H21）

【現道】

【当該区間】

１０件

７６件

０件 

約９割 
事故が減少 
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国道３９号は、旭川市と北見市を連絡する主要幹線道路であ

り、大型連休や夏休み時期には、愛別や上川の市街地の交差点

部において最大１６.３ｋｍにも及ぶ交通混雑が発生するなど、

走行環境の改善が望まれていました。 

当該道路の整備により、並行現道の通過交通の分散が図られ

たことから、交差点の交通混雑が緩和され、定時性の確保や利

便性の向上が図られています。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

【交通量の推移（Ｂ-Ｂ´）】

17,662 17,513
14,065

13,130

16,591

6,219
0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

H15 H16 H17 H18 H19

(台／日)

現道 旭川紋別自動車道

 Ｈ18 完成供用Ｈ16 愛山上川ＩＣ供用 

【交通量の推移（Ａ-Ａ´）】

16,191 15,277
9,281

12,200 11,329 14,458

8,218 6,060
0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

H15 H16 H17 H18 H19

(台／日)

現道 旭川紋別自動車道

 Ｈ16 愛山上川ＩＣ供用 Ｈ18 完成供用

【渋滞長の推移（上川共進交差点）】

4,600 4,100

1,000
2,500

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

H15 H16 H17 H18 H19

(ｍ)

 Ｈ18 完成供用Ｈ16 愛山上川ＩＣ供用 

【渋滞長の推移（愛別１０線交差点）】

16,300 15,700

0

5,000

10,000

15,000

20,000

H15 H16 H17 H18 H19

(ｍ)

 Ｈ16 愛山上川ＩＣ供用 Ｈ18 完成供用

 渋滞長  16.3km
通過時間 42 分 

＜愛別１０線交差点混雑状況＞ 

＜上川共進交差点混雑状況＞ 

渋滞解消  
渋滞
解消 

資料：旭川開発建設部 

整備前 

整備後 

整備前 

整備後 

■並行区間の渋滞解消状況 

■夏期の混雑状況 

 渋滞長   ４.６km
通過時間  ３１分 

愛別町・上川町市街地の交通混雑が緩和されました。 

※各年お盆時期の混雑状況 

※観測日時
H15.8.16

※観測日時
H15.8.16

※H17 は北見方向の渋滞長
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【通院率】

旭川市
51.9%

上川町
45.0%

その他
3.1％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

59.8%

68.9%

78.6%

94.2%

82.8%

21.4%

40.2%

31.1%

5.8%

17.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

生鮮食料品

食料品

日用雑貨

医薬品
化粧品

実用衣類

旭川市 その他

【購買率】

旭川市
71.2%

上川町
19.0%

その他
9.8％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

 

当該路線沿線の地域では、日常活動における旭川市への依存

度が高く、中でも上川町は、買い物の約７割、通院の約５割を

旭川市へ依存しています。 

日常生活における移動は自動車交通に頼らざるを得ない状況

にあり、旭川市への移動における円滑性、定時性の確保が求め

られています。 

当該道路の整備により、交通の円滑化や定時性の確保など、

日常活動圏中心都市への連絡性向上が図られています。 
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

資料：患者受療動向調査（Ｈ18.5）

【上川町の旭川市への 

商品別依存状況】 

資料：北海道広域商圏動向調査（Ｈ22.2）

■地域の声（上川町住民の声） 
●旭川市内の混雑を避け、早くいけるようになり、安心して運転できるので、買物などで旭川市内へ行き
やすくなりました。                           

●旭川市内への買物や通院の際に、混雑を避け早くいけるようになりました。札幌へ買物や遊びに行く際にも
高速道路に乗りやすくなり、行きやすくなりました。              

日常活動圏中心都市への連絡性が向上しました。 

資料：北海道広域商圏動向調査（Ｈ22.2）

旭川市に約５割 

上 川 町  

旭 川 市  

・人   口：３５２，００４人 
・公共施設：３７箇所 
・学   校：１４９校 
・医療施設：４９８施設 
・大規模小売店舗：６７店 
・社会福祉施設：１３７箇所 

資料：人口／住民基本台帳（Ｈ23.3） 
公共施設数／公共施設状況調査（Ｈ21.3） 
学校数／学校基本調査（Ｈ22.5） 
医療施設数／医療施設調査（21.10） 
社会福祉施設数／社会福祉施設等調査（Ｈ21.10） 
大規模小売店舗数／Ｈ23「2011 全国大型小売店舗総覧」東洋経済新報社（Ｈ22.5） 
診療科目／道内医療機関の基本情報：北海道保健福祉部医務薬務課（Ｈ23.4.1 現在） 

・人   口：４，２２７人 
・公共施設：１箇所 
・学   校：５校 
・医療施設：２施設 
・大規模小売店舗：０店 
・社会福祉施設：２箇所 

■上川町から旭川市への連絡性向上 

旭川市に約７割
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ＣＯ２排出量は、整備無しでは９４３，９５７（ｔ-ＣＯ２／年）

ですが、当該道路の整備により９３４，９５２（ｔ-ＣＯ２／年）

となり、整備されない場合に比べ、９，００５（ｔ-ＣＯ２／年）

の削減が見込まれます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自動車からのＣＯ２排出量の削減が見込まれます。 

 
ＣＯ２削減量 

 

９,００５ｔ-ＣＯ２/年 

 
森林換算 

約８５０ｈａ 

（札幌ドーム約１５４個分に相当）

※対象地域：上川総合振興局 

※平成４２年将来交通量推計を基に算出 

※森林のＣＯ２排出量は１０．６ｔ-ＣＯ２/ｈａ・年として試算 

資料：『土地利用、土地利用変化及び林業に関するグッド・プラクティス・ガイダンス（優良手法指針）』

※札幌ドーム面積は建築面積５．５ｈａを使用し換算 
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①事業費の状況 

■ 事業費 

 計画時 実績 

名目値 ４７２億円 ４７２億円

実質値 ４１６億円 ４３９億円

※名目値は、各年次の事業費の合計値 

※実質値は、平成２３年度の価値に換算した事業費 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．事業の投資効果等 
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②事業費及び事業期間による社会的影響 

本事業は平成３年度に事業化され、平成１０年度に工事に

着手しました。 

平成１６年度に部分供用を開始するなど、工事の着実な進

捗を図り、平成１８年１１月に完成供用しました。 

 

供用年（計画時） 供用年 

平成１９年３月 平成１８年１１月

 

費用増加額 便益減少額 社会的損失額 

  ３０．２億円  －２５．２億円    ５．１億円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③費用対効果分析結果（Ｂ／Ｃ） 

費用便益分析の結果 

□算定結果 

費用便益分析（ＣＢＲ） 

 

Ｂ／Ｃ ＝                    ＝        ＝ ２．１ 

 

 

「事業費増加による社会的損失額」＝「費用増加額」＋「便益減少額」 

 

「費用増加額」：事業着手から実際の供用年次までの期間における「実績事業費の現在価値

合計」と「計画事業費、維持管理費の現在価値合計」の差額 

「便益減少額」：遅延した期間に発生が想定される「便益の現在価値合計」 

７０３億円 

１,５１１億円 便益の現在価値の合計（Ｂ）

費用の現在価値の合計（Ｃ） 

注）費用及び便益の合計は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。 
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④地域の特殊性を考慮した便益の検討 

 

北海道開発局事業審議委員会（平成２１年６月開催）では、

「道路事業の事業評価において、３便益以外に地域の特殊性

等を考慮した多様な便益についても適切に反映できるよう

検討し、事業評価を充実されたい。」とのご意見をいただい

ているところです。 

今回、試算としてではありますが、現段階での知見に基づ

き便益算出の検討を行いました。 

上川町並びに周辺市町村の救急医療は、旭川市内の医療施

設へ搬送されており、道路整備による救急医療の改善効果に

ついて試算しております。 

また、道路の整備により移動時の所要時間の変動（ばらつ

き）が減少し、時間に遅れないために見込む余裕時間の短縮

効果についても試算しております。 

さらに当該事業箇所は、夏季観光時期に交通量が増加し、

交通混雑が発生していることから、夏季観光時期における交

通状況を考慮した場合の混雑の緩和効果について試算してお

ります。 
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※Y：生存率、ｘ：搬送時間（分）

→ 72.2 - （7.4+10.9） ＝ 53.9分

→216.9 - （7.3+11.9） ＝197.7分

→ 95.5 - （7.7+10.7） ＝ 77.1分

→ 77.4 - （7.5+15.4） ＝ 54.5分

→y(生存率)=0
の場合のX(分)

覚知～現場発
時間 を控除

算定対象

患者搬送時間
（算出値）

※覚知～現場発時間は、固定値

１）救急医療改善効果 

 

（１）効果算定の考え方 

生死に係る患者の傷病発生から手当てが施されるまでの

経過時間が生存率に大きく影響します。道路整備によって

救急医療へのアクセスが向上することで、生死に係る傷病

の発生から救命処置が施されるまでの経過時間が短縮し、

救命数が増加するものと考えられます。 

そこで、「九州地方を対象とした救急医療改善効果の研

究成果」を参考とし、救われる人命価値を道路整備による

効果として試算しました。 

 

 

 

 

 

 

 

疾患別の搬送時間と生存率の関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：「道路整備による救急医療便益」（交通工学 Vol.45 No5 2010） 

 

 

 

 

 

 

 

道路整備による搬送時間短縮・生存率の向上によって 

道路整備による便益
※新たに算定する便益

整備なし 整備あり

救われる
人命価値
（円）

【概念図】 医療施設へのアクセス向上と生存率の増加、道路整備による改善効果の関係

【例】脳梗塞では、 

◎道路整備により、搬送時間が15分短縮

すると、救急患者の生存率が7.2%向

上します。

覚知～現場発時間控除 算定対象

搬送時間

救急現場
（自宅など）

入電

病院
（高次医療施設）

消防署

救急車 救急車
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（２）改善効果算定のフローと算定式 

改善効果は、道路の整備による搬送時間短縮に伴う生存

者増加数の貨幣評価値より試算しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

◎救急医療改善効果（円／年）（搬送時間短縮により救命される人命数の貨幣評価値（円／年）） 

             ＝ Σ Ｐ× Ａｉ× Ｂｉ× Ｃ× Ｄｉ× Ｅ 

 

Ｐ ：改善効果対象地域・地区の受益人口（万人） 

Ａｉ ：疾患別の搬送患者発生率（人/万人） 

Ｂｉ ：疾患別の収容施設への搬送率（％） 

Ｃ ：地区と収容施設間の搬送短縮時間（分） 

Ｄｉ ：疾患別の搬送短縮時間１分あたりの救命率 

Ｅ ：人命価値（2.26 億円／人） 

ｉ ：疾患別（疾患：急性心筋梗塞、脳梗塞、多発外傷、大動脈乖離） 

効果の計測対象の設定

疾患別の急性期対応病院への搬送患者数

搬送時間短縮による救急患者の生存者
増加数の算出

削減される社会的損失の算出
（救命する人命価値）

（１）対象とする地域・人口
の設定

（２）疾患別の搬送患者発
生率

（３）疾患別の急性期対応
病院への搬送率

（４）疾患別の搬送時間短
縮１分あたりの救命率

（５）人命価値

搬送時間の設定

各市町村役場と急性期対応病院間

の最短経路を設定
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（３）改善効果の算定 

当該事業において試算した救急医療改善効果は現段階で

の知見に基づき、傷病発生から救急車が現場に到着し病院

へ搬送し救命措置が施されるケースについて、搬送時間短

縮に伴う生存者増加数に着目し試算を行った結果です。 

 

ａ）改善効果試算の設定、条件等 
項目 設定等 備考 

改善効果算
定対象 

地域・地区区分 
当該区間の整備により最寄りの高
次施設（急性期対応病院）への搬
送時間が短縮する市町村 

総務省統計局「H17 国勢調査」

収容施設 

旭川市内の急性期病院 
①急性心筋梗塞：血管外科を併設する循

環器急性期医療機関、循環器科のある

救急医療機関 

②脳梗塞：脳卒中急性期医療機関 

③多発性外傷：救命救急センター、上記

①かつ② 

④大動脈乖離：上記① 

「傷病者の搬送及び受入れの
実施に関する基準」 

北海道（H23,3 施行）より

収容施設へ
の搬送率 

急性心筋梗塞 

３次メッシュ（１ｋｍメッシュ）
の各ゾーンから、最短時間でアク
セス可能な急性期病院へ搬送 

－ 
脳梗塞 

多発外傷 

大動脈乖離 

搬送患者発
生率 

急性心筋梗塞 2.62 人/万人 

「道路整備による救急医療便
益」交通工学 Vol45 No5 2010 

脳梗塞 11.98 人/万人 

多発外傷 0.56 人/万人 

大動脈乖離 1.95 人/万人 

搬送時間 

覚知～現場発（各市町村）までの
時間 

「道路整備による救急医療便
益」交通工学 Vol45 No5 2010 

各市町村から最寄りの急性期病院
までの所要時間。 

３次メッシュの各ゾーンから
最寄りの急性期病院までの所
要時間を交通量推計結果に基
づく走行速度から算出し、ゾー
ンの人口加重により市町村の
平均所要時間を算出。 

搬送時間短
縮 1分あた
りの救命率 

急性心筋梗塞 0.0160/分 

「道路整備による救急医療便
益」交通工学 Vol45 No5 2010 

脳梗塞 0.0048/分 

多発外傷 0.0119/分 

大動脈乖離 0.0112/分 

人命の価値 2.26 億円／人 
資料「公共事業評価の費用便益
分析に関する技術指針（共通
編）平成 20 年 6 月」 
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ｂ）改善効果の試算結果 

Ⅰ．救急医療改善効果（急性心筋梗塞） 
 

救命する人命数 
救急医療改善効果 

（億円／年） 

愛別上川道路 0.0112 0.0253 

Ⅱ．救急医療改善効果（脳梗塞） 

 
救命する人命数 

救急医療改善効果 

（億円／年） 

愛別上川道路 0.5749 1.2993 

Ⅲ．救急医療改善効果（多発外傷） 

 
救命する人命数 

救急医療改善効果 

（億円／年） 

愛別上川道路 0.0018 0.0040 

Ⅳ．救急医療改善効果（大動脈乖離） 

 
救命する人命数 

救急医療改善効果 

（億円／年） 

愛別上川道路 0.1714 0.3873 

 

Ⅴ．効果表 
基準年 平成２３年度 

単年効果 1.72 億円

基準年における現在価値※ 44.85 億円

（※）は、供用後５０年間の効果額として試算した値（参考値） 

 

愛別上川道路の整備により、上川町周辺地域の住民にとって

旭川市内の急性期病院へのアクセスが、最大で約１５分短縮し、

年間０．８人の患者が救命され、約４５億円の効果が発現する

と試算されました。 
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２）余裕時間の短縮による効果 

 

（１）便益算定の考え方 

道路整備により、平均的な所要時間が短縮するだけでな

く、所要時間の変動（ばらつき）が減少し、到着予定時刻

に遅刻しないために見込む余裕時間も短縮すると考えられ

ます。余裕時間が短縮すると、道路利用者は出発時刻を以

前より遅くすることができ、遅くした時間は他の有効な活

動に利用できることから、この出発時刻を遅らせることが

できる効果を余裕時間の短縮による走行時間短縮便益とし

て試算することとしました。 
 
 

※ 所要時間は参考値 

 

【概念図】 余裕時間の短縮による走行時間短縮便益の概念 

ある確率で約束時間内に

到着するために見込む所要時間

平均所要時間

30分 20分

整
備
前

整
備
後

今回の試算対象
20分 15分

平均時間短縮：10分

余裕時間短縮： 5分

従来の時間短縮便益
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（２）便益算定のフローと算定式 

余裕時間の短縮による便益は、以下の手順及び算定式よ

り試算しました。 

 

 
 
 

余裕時間の短縮による走行時間短縮便益 ： BTR ＝ BTRo－BTRw 

余裕時間の短縮を考慮した走行時間費用 ： BTRi ＝ Σ（βj×BTRijr） 

ここで、 BTRi ： 整備 iの場合の走行時間費用 

BTRijr ： 整備 i、車種 jの余裕時間費用（円/年） 

また、時間費用は次式で表される。 

BTRijr ＝ γj×Σ（Qijl×TRijl×αj）×365 

    Qijl ： 整備 i の場合のリンク lにおける車種 jの交通量（台/日） 

    TRijl ： 整備 iの場合のリンク lにおける車種 jの余裕時間（分） 

    αj ： 車種 jの時間価値原単位（円/分・台） 

    βj ： 車種 jの余裕時間短縮による便益を享受する移動者の割合 

    γj ： トリップ長分布を考慮して総余裕時間を算定する換算係数 

     i： 整備有の場合 W 、なしの場合 O 、j： 車種、l: リンク 

① 道路区間毎に余裕時間を算出

する。 

② 対象道路網の総余裕時間を算

出する。 

③ 車種別時間価値、余裕時間の

短縮による便益を享受する交

通量割合より、対象道路網の

余裕時間短縮による走行時間

費用を算定する。 

④ ①～③の算定を整備前後で行

い、その差が「余裕時間の短

縮による走行時間短縮便益」

となる。 
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（３）便益の算定例 

余裕時間が同じように短縮しても、移動目的や例えば物

流事業者のような時間指定の有無等の移動者の特性によっ

て余裕時間の短縮による走行時間短縮便益は異なります。 

当該事業において算定した余裕時間の短縮効果は、「①

到着時刻の指定があり」、かつ指定時刻に早く着いてしま

った場合に「②指定の時刻まで待機した移動者」のみを対

象に算定した結果であり、「③到着時刻の指定がない移動

者」や、指定時刻に早く着いてしまった場合に「④早めに

目的の活動を始める、または別の活動をして時間を有効活

用した移動者」は、便益算定の対象とはしていません。 

 

ａ）便益算定の設定、条件等 
 
Ⅰ．日平均旅行速度と非遅刻確率余裕時間の関係 

実測データ（プローブカー調査）及びアンケート調査により設定 
 

非遅刻確率余裕時間（単位：分/km）

自動車専用道路
平均旅行速度 40km/h 45km/h 50km/h 55km/h 60km/h 65km/h 70km/h 75km/h 80km/h 85km/h 90km/h 95km/h 

乗用車類 1.679 1.210 0.872 0.628 0.453 0.326 0.235 0.169 0.122 0.088 0.063 0.046
貨物車類 1.640 1.182 0.852 0.614 0.442 0.319 0.230 0.165 0.119 0.086 0.062 0.045

一般道2車線
平均旅行速度 5km/h 10km/h 15km/h 20km/h 25km/h 30km/h 35km/h 40km/h 45km/h 50km/h 55km/h 

乗用車類 5.614 3.817 2.595 1.764 1.199 0.815 0.554 0.377 0.256 0.174 0.118
貨物車類 5.483 3.727 2.534 1.723 1.171 0.796 0.541 0.368 0.250 0.170 0.116

一般道多車線、DID外
平均旅行速度 5km/h 10km/h 15km/h 20km/h 25km/h 30km/h 35km/h 40km/h 45km/h 50km/h 55km/h 

乗用車類 8.431 5.947 4.195 2.959 2.087 1.472 1.038 0.732 0.517 0.364 0.257
貨物車類 8.233 5.807 4.096 2.889 2.038 1.438 1.014 0.715 0.505 0.356 0.251

一般道多車線、DID内
平均旅行速度 5km/h 10km/h 15km/h 20km/h 25km/h 30km/h 35km/h 40km/h 45km/h 50km/h 55km/h 

乗用車類 10.152 7.194 5.098 3.613 2.560 1.814 1.286 0.911 0.646 0.458 0.324
貨物車類 9.914 7.026 4.979 3.528 2.500 1.772 1.256 0.890 0.631 0.447 0.317  

条件：所要時間の確率分布は、狭義には旅行時間の日々の変動を観測して得られる結果（出発時刻を

固定し、１台の車両が同一の路線を複数日走行して得られる観測結果）であるが、本試算においては、

既存調査結果※を用いたことから、所要時間の日々の変動を現したものではない。 

（※）は札幌開発建設部管内における道路交通実測データ（プローブカー）による調査結果。 
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Ⅱ．トリップ長分布を考慮して総余裕時間を算定するための換算係数（γ） 

実測データ（プローブカー調査）により設定 
 
表 重み付け平均換算係数（γ） 

 乗用車類 小型貨物 普通貨物 
自動車専用道路 0.608 0.698 0.536 

一般道路 0.631 0.787 0.566 
 
Ⅲ．余裕時間短縮による便益を享受する交通量割合（β） 

アンケート調査により設定 

表 余裕時間短縮による便益享受交通量割合 

車種 β 
乗用車類 10.4％ 
小型貨物 27.6％ 
普通貨物 27.6％ 

 
Ⅳ．車種別の時間価値原単位 

費用便益分析マニュアルより 

表 車種別時間時間価値原単位 

車種 時間価値原単位 
乗用車類 45.78 
小型貨物 47.91 
普通貨物 64.18 

単位：円／分・台（平成２０年価格） 
 

 

ｂ）便益の試算結果 
 
Ⅰ．余裕時間の短縮による走行時間短縮便益（H42） 

 

 
走行時間費用（余裕時間） 

（億円／年） 
余裕時間短縮便益 
（億円／年） 

①整備あり ②整備なし 

愛別上川道路 1,414.8 1,413.3 1.5 
 
Ⅱ．便益表 

 
基準年 平成２３年度 
単年便益 1.5 億円 

基準年における現在価値※ 40.7 億円 

（※）は、供用後５０年間の便益額として試算した値（参考値） 
 

愛別上川道路の整備により、所要時間の変動（ばらつき）

が減少し、到着予定時刻に遅刻しないために見込む余裕時間

が短縮する効果として、約４１億円の便益が試算されました。 
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３）夏季観光時期のアクセス向上による効果 

 

（１）便益算定の考え方 

費用便益分析マニュアルにおいては、「観光目的の交通

量が増加するなど、休日の交通状況が平日の交通状況と大

きく異なっている道路については、平日の便益に平日と休

日の交通量比（休日係数）又は休日と平日の走行時間比を

乗じることにより、便益を計算してもよい。」とされてい

る。 

当該地域においては、通常期における平日と休日の交通

状況に大きな差異はないものの、夏季の観光時期において

は、休日交通量が増加することから、夏季観光時期の休日

交通量と通常期における平日交通量の交通量比（休日係

数）を算出し、交通量に乗じることで、夏季の観光時期を

考慮した便益を試算しました。 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 観光時期の状況 

【層雲峡温泉】 

【銀河の滝】 

観光入込客数前年度比較
（上川総合振興局）

千人

0

700

1400

2100

2800

3500

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

平成21年度 平成22年度

区分 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 上期計

平成21年度 670.8 1,580.2 1,881.7 3,132.8 3,034.3 2,544.4 12,844.2
平成22年度 627.1 1,574.8 1,897.5 3,228.5 3,176.1 2,456.9 12,960.9
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台/日 平均交通量 夏季休日・通常期平日比較

休日交通量（夏季平均） 平日交通量（通常期平均）

区分 H20 H21 H22 平均
①夏季休日 11,766 12,729 13,956 12,817
②通常期平日 6,834 7,280 8,348 7,487
交通量変動率
※①/②

1.72 1.75 1.67 1.7
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（２）便益算定のフローと算定式 

１年間を通常時、冬期、夏季観光時期に区分して、それ

ぞれの便益を試算した上で、年間便益を試算しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 夏季観光時期を考慮した年間便益のイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 夏季観光時期を考慮した便益試算フロー 

⇒当該地域における夏季観光時期の休日交通量
と通常期の平日交通量の比率により設定
（複数年、複数箇所の平均値）

②交通量推計(通常期・冬期)

①交通量変動率の設定

⇒通常期の交通量を下式により補正し、夏季観
光時期の休日における交通状況を反映させ、
時間、経費及び事故便益を算出。
・交通量：配分交通量×交通量変動率

③夏季観光時期における便益の算出

通常時推計結果 (with/without)

夏季観光時期便益(円/日)

冬期便益(円/日)

通常時便益(円/日)

冬期推計結果
(with/without)

×夏季観光時期の休日日数

×冬期日数

×通常時日数

通常時の便益

通常時228日 冬期121日

夏季観光時期16日

冬期交通状況を考慮した便益
（通常時への加算分）

夏季観光時期を考慮した便益
※新たに算出する便益

365日 
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（３）便益の試算結果 

夏季観光時期の設定条件は、以下の通りです。 

 

表 夏季観光時期を考慮した便益試算の条件 

項目 設定等 備     考 

便益算定

の日区分

と日数 

通常時 228 日 ◆夏季観光時期は夏季観光時期の交通量を考慮し、 

 7 月下旬（海の日 3連休）～8月中旬（お盆）の 

休日に設定（対象年度の平均）。 

夏季観

光時期
16 日 

冬期 121 日 

交通量 

変動率 

通常時 通常時×1.0
◆下記の条件により、夏季観光時期の平均 

 交通量と通常時の平日平均交通量の比率を複数 

 年算出し、その平均値を交通量変動率とした。 

 ・交通量⇒ 事業箇所近傍の R450 愛別における   

       交通量調査結果。 

 ・対象年度⇒平成 20 年度～平成 22 年度（３カ年）

 ・夏季観光時期の休日平均交通量⇒上記日区分に 

   該当する日の平均交通量 

H20:11,766、H21:12,729、H22:13,956（台/日）

 ・通常時の平日平均交通量⇒10 月の平日の日平均 

  交通量 

  H20:6,834、H21:7,280、H22:8,348（台/日） 

 ・交通量変動率 

H20:1.72、H21:1.75、H22:1.67、平均：1.7 

夏季観

光時期

通常時 

×1.7 

冬期 冬期×1.0 

便益算出 

の考え方 

夏季観

光時期

・通常時交通量推計結果を使用 

・交通量推計結果に上記交通量変動率を乗じて、走行時間短縮 

 便益、走行経費減少便益、交通事故減少便益を算出 

上記条件に基づき、夏季観光時期の休日を考慮することで、

約 1４億円※の便益が試算されました。 

 
※供用後 50 年間の便益額として試算した値（参考値） 
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■地域の特殊性を考慮した便益の検討結果 

 

救急医療の改善効果 Ｂ＝ ４５億円 

余裕時間の短縮による効果 Ｂ＝ ４１億円 

夏季観光時期のアクセス向上便益 Ｂ＝ １４億円 

便益試算値を考慮したＢ／Ｃ Ｂ／Ｃ＝２．３ 

※ 供用後５０年間の便益額として試算した参考値。 
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○ 今後の事後評価及び改善措置の必要性 

愛別上川道路の整備により、拠点都市へのアクセス向上、

物流の効率化の支援、高次医療施設へのアクセス向上など当

初の目的が達成されていることから、今後の事後評価及び改

善措置の必要性はないものと考えられます。 

なお、今後も利用状況の把握に努めるとともに、利用しや

すい道路環境を確保するため適切な維持管理に取り組んでま

いります。  

 

○同種事業の計画・調査のあり方や事業評価手法の見直しの 

必要性 

事業評価手法においては、ネットワーク形成による効果や

地域の特殊性を考慮した便益についても評価すべきとの意見

もあることから、現時点で定量化できていない効果の定量化

についても、引き続き検討します。また、これと併せ、同種

事業の計画・調査のあり方についても検討します。 
 

 

５．対応方針（案） 


